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1.はじめに
プログラムを開発する上で、開発効

率・保守性の向上は非常に重要である。
開発効率とは、いかに少ない労力で開発
が完了するかを表した度合いであり、保
守性とは既に作成されたプログラムに対
して、維持・管理の容易さを表したもの
である。

これらを向上させるためには、共通化
という考え方が非常に有効である。理由
としては、処理を共通化することで、同
一の処理を複数回記述する手間が不要と
なり、プログラムを修正する際には、共
通処理の修正のみで作業が完了するから
である。

Delphi/400 のプログラムにおいて、
処理を共通化する方法には、大きく以下
の 4 つの方法がある。

① 共通関数ユニットによる処理の共通化
② コンポーネントによる部品の共通化
③ 継承によるクラスの共通化
④ フレームによる画面一部の共通化

本稿では、これらの方法から④のフ
レームによる共通化の方法を題材として
いる。
「2.」ではフレームを使用することに

よるメリット、「3.」ではフレームを作
成する手順、「4.」ではフレームの利用
方法、「5.」では応用として IBM i 連携
を行ったフレームの作成方法について紹
介する。なお、本稿でのプログラム例は、
Delphi/400 XE7 を使用している。

2.フレームについて
2-1.   フレームとは

フレームとは、複数のコンポーネント
を含めた画面の一部を 1 つにまとめるク
ラスのことである。作成したフレームは
1 つのコンポーネントとして流用して貼
り付けることができる。

Delphi 言語の特徴には、ツールパレッ
トやオブジェクトインスペクタを利用し
たビジュアル開発を行える点がある。し
かし、開発の際、【図 1】のように、複
数画面で部分的に同じ画面設計を作成し

なければならない場合がある。そういっ
た時に、今回紹介するフレームが非常に
有効である。

2-2.   フレーム利用によるメリット
フレームを利用すると、処理が共通化

され、「1. はじめに」でも紹介したように、
開発効率・保守性が向上する。

フレームでは、他の処理を共通化する
方法と異なり、コンポーネントの配置に
ついても共通化できるため、各画面で個
別にコンポーネントを配置する必要がな
くなり、開発工数の短縮につなげること
ができる。

3.フレームの作成手順
3-1.   C/S アプリケーションでの作成手順

C/S アプリケーションでは、以下の 4
ステップによりフレームを作成できる。

1.　  ツールバーより、「ファイル」→「新
規作成」→「その他」の順で選択する。

【図 2】
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ネントの変更などがあった場合でも、フ
レーム利用画面側のロジックを修正する
必要がなくなる。また、プロパティ定義
の read や write に項目ごとのメソッド
を記述することで、コンポーネントの
Enable 制御や色の変更などを簡単に実
装することが可能となる。【ソース 2】

4.フレームの利用方法
4-1.   ツールパレットへの追加

フレームを、ツールパレットに追加す
るには、まずフォームデザイナで作成し
たフレームを開く。次に右クリックで
ポップアップメニューを開き、「パレッ
トに追加」を選択する。【図 13】
「パレットに追加」を選択すると、【図

14】のようなダイアログが開く。
ツールパレットで表示させたいコン

ポーネント名、パレットページ名、設定
したいアイコンを選択する。すると、【図
15】のようにツールパレットに作成した
フレームが追加される。

4-2.   アプリケーションへの追加
作成したフレームをアプリケーショ

ンに追加する方法は 2 つある。

① ツールパレットで追加したフレームを
選択し、対象画面のフォームデザイナ
に貼り付ける。【図 16】

② ツ ー ル パ レ ッ ト よ り、「Standard/
Frames」を選択し、プロジェクトに
登録されているフレームの一覧から、
対象のフレームを選択する。【図 17】

4-3.   フレームの動的生成
フレームはフォームデザイナ上で貼

り付けて使用するだけでなく、ロジック
で動的に生成することも可能である。【図
18】

まず、ソースの Uses に生成させたい
フレームを定義する（本稿の場合は、
ShohinFra02 を定義）。そして、動的生
成の方法は【ソース 3】のように、対象
のフレームを Create した後、フレーム
名や配置などのフレームのプロパティを
設定する。フレーム名については、同一
の名前で生成した場合、エラーとなるた
め注意が必要である。また、生成したフ
レームを破棄する場合は、FreeAndNil

（対象フレーム）により破棄することが

したいコンポーネントを貼り付け
る。【図 10】

4.　  任意のファイル名を入力し、ファイ
ルを保存する。【図 5】

フレームの継承では、継承元フレー
ム、継承先フレームそれぞれを各画面で
利用することが可能である。【図 11】

3-4.   フレーム内でのプログラミングポ
イント

＜フレーム生成時・破棄時のイベント記述＞
フレームは、フォームと同じようにツー

ルパレットからコンポーネントを選択し、
配置することで設計を行うことができる。
しかし、フレームのオブジェクトインス
ペクタを確認してみると、フレームは
フォームとは違い、生成時の OnCreate
イベントや破棄時の OnDestroy イベント
が存在しない。【図 12】

そのため、フレームで生成時や破棄時
の処理を記述したい場合は、上位クラス
より Create、Destroy を継承して内部
的にロジックを記述する必要がある。

ロジックの記述方法については、public
宣言にて、Create の場合は constructor、
Destroyの場合はdestructorと定義する。
この際、上位クラスより処理を継承するた
め、overrideと記述する点に注意する。

public 宣 言 に て Create お よ び
Destroy の定義を行った後、「Ctrl ＋ 
Shift ＋ C」キーを押下すると、処理の
記述部が補完されるため、フレーム生成
時の処理および破棄時の処理を記述す
る。【ソース 1】

なお、フレーム破棄時の処理を記述す
る場合は、inherited の前に処理を記述
する点に注意する。理由としては、
inherited 処理にて、フレーム自体のメ
モリが解放されるため、記述した処理が
正しく動作しない可能性があるためであ
る。

＜プロパティ定義の利用＞
フレームを作成する際、フレーム利用

画面との値の受け渡しのために、プロパ
ティ定義を利用することをお勧めする。
これにより、フレーム利用画面では、フ
レームに配置しているコンポーネントを
直接指定しなくても値の受け渡しが可能
となる。コンポーネントを直接指定しな
い利点としては、フレーム側のコンポー

2.　  新規作成のダイアログが起動するの
で、「Delphi プ ロ ジ ェ ク ト 」 →

「Delphi ファイル」より、VCL フレー
ムを選択する。【図 3】

3.　  配置したいコンポーネントを貼り付
ける。【図 4】

4.　  任意のファイル名を入力し、ファイ
ルを保存する。【図 5】

3-2.   Web アプリケーションでの作成手順
Delphi/400 の Web アプリケーショ

ン構築フレームワークである「IntraWeb」
（VCL for the Web）においても、フレー
ム作成は可能である。また、C/S アプ
リケーションでの作成手順と同様に、以
下のステップで簡単に作成できる。

1.　  ツールバーより「ファイル」→「新
規作成」→「その他」の順で選択す
る（C/S アプリケーションと同様）。

【図 2】
2.　  新規作成のダイアログが起動するの

で、「Delphi プ ロ ジ ェ ク ト 」 →
「IntraWeb」 よ り、NewFrame を
選択する。【図 6】

3.　  配置したいコンポーネントを貼り付
ける。【図 7】

4.　  任意のファイル名を入力し、ファイ
ルを保存する（C/S アプリケーショ
ンと同様）。【図 5】

3-3.   フレームの継承
フレームにおいても、フォームと同様

に、継承による作成が可能である。今回
は 商 品 リ ス ト の フ レ ー ム を 生 成 し

（fraShohin01）、そのフレームを継承し
て、単価、在庫数、数量、金額の項目を
追加したフレーム（fraShohin02）を作
成する。【図 8】

まずは、「3-1.」で紹介した手順で、
fraShohin01 のフレームを作成する。そ
の後、以下の手順で fraShohin02 のフ
レームを継承する。

1.　  ツールバーより「ファイル」→「新
規作成」→「その他」の順で選択する。

【図 2】
2.　  新規作成のダイアログが起動するの

で、「Delphi プロジェクト」→「継
承可能項目」より、fraShohin01 の
フレームを選択する。【図 9】

3.　  継承されたフレームに、追加で配置
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は、IBM i に 接 続 す る た め の CO400
Connection を設定し、接続パラメータ
を指定しておく。

fraShohin01 の フ レ ー ム で は、
TSQLQuery、TDataSetProvider、
TClientDataSet、TDataSource を配置
し、Uses には先ほど作成したデータモ
ジュール（dmMain）を追加する。各
IBM i との接続コンポーネントの設定に
ついては、【図 23】に示す。

ま た、TDBLookUpComboBox の プ
ロパティ設定は【図 24】の通りとする。

5-3.   フレーム内 / 利用時のプログラミン
グポイント

＜フレーム内のプログラミング＞
fraShohin01 のフレームでは、商品マ

スタを参照し、リスト形式で表示する。
今 回、 リ ス ト 内 容 の セ ッ ト は、
SetListItem という名前のサブルーチン
にて行う。

リスト内容のセット処理は、フレーム
利用画面で、呼び出しが行えるように、
public 宣言にて記述する。本稿では、
データの取得を SQL で行うため、まず
は SQL 文 の 記 述 を 行 い、 そ の 後 に
ClientDataSetのOpen処理を実行して、
リスト内容の取得を行う。また、その際
に BlankAdd のプロパティが True で
渡された場合は、先頭行をブランク行と
するように処理を記述する。【ソース 7】

【ソース 8】
fraShohin01 を継承した fraShohin02

のフレームでは、商品のリストを選択し
た時に単価・在庫数をセットするロジッ
クを記述する。【ソース 9】

＜フレーム利用画面でのプログラミング＞
フレーム利用画面では、「4.」で紹介

したフレームを動的生成する処理を利用
する。【ソース 3】のロジックに、フレー
ムで定義している SetListItem の呼出し
処理を追加し、リスト選択が可能な詳細
入力画面を起動する。【ソース 10】

6.まとめ
本稿では、開発効率および保守性を向

上させるための手法の一つであるフレー
ムについて紹介した。フレームはフォー
ムと同様にフォームデザイナにて、ツー
ルパレットからコンポーネントを貼り付

ティを False に設定し、非表示にすると
よい。

＜フレーム配置項目の処理追加＞
【ソース 5】のように、フレーム内に

既に処理を組み込んでいる項目に対し
て、フレーム利用画面側でさらに処理を
追加したい場合、【ソース 6】のように
記述する。フレーム利用画面で同一項目
のイベントをダブルクリックすると、既
にフレーム側で処理が記述されている場
合、「フレーム名 . 同一項目のイベント

（Sender）」といった内容が自動で生成
される。フレーム内のイベントより前に
処理を追加したい場合、この記述の前に
処理を記述するとよい。

5. フレーム内での
IBM i処理

5-1.   使用するコンポーネントとフレーム
本章では、フレームの応用例として、

C/S アプリケーションでの IBM i への
接続を行ったフレームの作成および利用
方法について紹介する。フレームは「3.」
で 作 成 し た fraShohin01 お よ び
fraShohin02 のフレームを使用する。

fraShohin01 の フ レ ー ム で は、
TDBLookUpComboBox を使用し、マ
スタの内容をリスト形式にて表示する。

【図 21】
今回の例では、商品マスタを参照す

る。【図 22】

5-2.   フレームからの IBMi 接続
フレームから IBM i 接続を行う方法

は、フォーム画面から IBM i 接続を行
う場合と同様の手順で実装できる。

今 回 は dbExpress 接 続 を 使 用 し、
IBM i との接続処理を行う。dbExpress
のコンポーネントはフレームの中でも定
義できるが、フレームごとに新しい接続
を定義するとアプリケーション全体での
接続が複数になってしまうため、接続を
処 理 す る TSQLConnection は 共 通 の
データモジュールなどを参照するように
設計した方がよい。

まず、データモジュールを作成し
（dmMain）、TSQLConnection の コ ン
ポーネントを配置する。

この TSQLConnection のコンポーネ
ントの ConnectionName プロパティに

できる。

4-4.   フレーム利用画面でのプログラミ
ングポイント

＜フレーム項目値の取得について＞
フレーム利用画面で、フレーム項目の

値を取得する 2 つの方法を紹介する。
【ソース 4】

① フレーム内コンポーネントを直接指定
して値を取得する方法
フレーム名を指定し、そのあとにフ

レーム内で配置しているコンポーネント
名を指定する。

② フレームのプロパティ定義名を指定し
て値を取得する方法
フレーム内で項目ごとにプロパティ

定義を行い、プロパティの write メソッ
ドで、画面値のセット処理を行っている
場合は、フレーム名＋プロパティ定義名
を指定する。

①②どちらの方法でも値の取得自体
は可能であるのだが、3-4. で紹介した通
り、作成後にコンポーネントの変更が
あった場合やプログラムのメンテナンス
のしやすさを考慮すると、②の方法を使
用した方がよい。

＜ フレーム利用画面で可能なフレーム項
目の変更＞
フレーム利用画面側で、フレームに配

置している項目の削除は禁止されてい
る。コンポーネントを選択し、Delete
ボタンなどで削除しようとすると、【図
19】のようにエラーが表示される。

ただし、以下の内容については、フ
レーム利用画面側で個別に設定・変更が
可能である。

① フレームで配置しているコンポーネン
トのサイズ変更や位置の移動

② フレームで配置しているコンポーネン
トのプロパティ値の変更

フレーム利用画面側で変更した内容
については、【図 20】のようにフレーム
自体には反映されないため、画面ごとに
個別に設定を変更することも可能であ
る。よって、もし特定の項目を使用した
くない場合は、項目の Visible プロパ
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けるだけで設計が可能であるため、作成
方法については通常のフォーム開発と同
じである。

また、フレームを使用する際は、作成
したフレームをフォームに貼り付けるだ
けでコンポーネント同様に使用できるた
め、誰でも容易にフレームを利用した共
通化が行える。
「1.」で説明した通り、Delphi/400 で

は処理を共通化する手法がいくつか用意
されている。

コンポーネントや継承といった方法
は、一般的によく使用されているが、今
回紹介したフレームは意外と使われてい
ない（知られていない）ことも多い。

しかしこのフレームを使った開発は、
コンポーネント作成より簡単で、さらに
画面の一部分だけを共通化できるため、
画面単位の継承よりも流用性が高い。こ
の機能を知った上で開発を行えば、必ず
開発効率、保守性に役立つはずである。
 M
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ソース3

図18
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図19

ソース4
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ソース5

図20
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図21
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図23
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ソース10
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